
（別紙３）

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 44 （回答者数）
36

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・今後も引き続き事業所内外での研修を行い、職員全員が知

識と技術を高め、スキルアップしていけるよう体制作りを行

う。

2

・日々のヒヤリハットを作成し、現場におなかった職員にも

情報共有できるような取り組みを行ていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保管場所のスペースの整備。個数管理を徹底します。

2

・事業所での研修・訓練等を充実していく。

3

○事業所名 らいおんハート遊びリテーション児童デイ上田

○保護者評価実施期間
2026年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・物品の整備や補充が難しいことがあります。 ・活動時に破損した物の修理や個数確認等の物品管理

が後手に回ることがあり、直前での補充や代用品での

活動になります。

・定期的な避難訓練等の内容の共有を保護者に説明していない

ことがある。

・詳しく説明していくと同時にお便り等で周知していく。

また、万が一災害があった時に備え、万全な体制の整備と

見直しを常に行っていく。

・職員間で計画した活動プログラムを連携しながら療育が行わ

れている。また、何かあれば改善に努め、次回の療育に生かし

ている。

・地域校と養護学校の子どもが関わって、一緒に活動に参加す

るプログラムを行っている。

・職員間で話し合い、活動プログラムが固定化されないよう工

夫している。また、しっかりと目的を持って、個別活動・集団

活動に取り組み、5領域の支援内容も取り組むことを考え、意

識を持って行っている。

・勤続年数が長く、経験豊富な職員が多い。また、職員間で

しっかりとコミュニケーションを行っている。

・ご家族に対して子どもたちの様子をしっかりと伝え、必要な

情報提供を行っている。

・送迎時にその日の様子をお伝えするなど、日ごろからご家族

とコミュニケーションを図るようにしている。

事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表


